
                                                                                                  

  

 
 

 
 
 
 

 

３月１８日（金）６年生が卒業しました。新型コロナウイルス感染症の影響で，今年度も来賓の方々や在校
生が参加しない卒業式となりましたが，子どもたちは目を輝かせ，中学校への希望を胸に卒業していきました。
鹿田小学校の１２８年という長い歴史の中で，多くの卒業生が守り育ててきた鹿田小学校の伝統を受け継ぎ，
今年度の６年生も最高学年として，いつも先頭に立ってよく頑張ってくれました。卒業式では校長から，「先

行きの見えない今の時代だからこそ，間違えても失敗しても，何度でも立ち上がり挑戦し続けてほしい。また，
中学への進学を自分を変えるよい機会としてほしい。」という話をしました。  

２年前から続いている新型コロナウイルス感染症のため，今年度も多くの制限のある中での学校生活となりま
した。そのような中でも，子どもたちが元気に明るく学校生活を送ることができたのは，保護者の皆様や地域の
皆様の，本校の学校教育活動に対するご理解とご協力によるものと感謝しております。ありがとうございました。 

明日からは春休みです。４月からは新しい教室で，新しい友達や先生との学校生活が始まります。それまで，
ＫＫＴＭ（換気，間隔，手洗い，マスク）に気を付けて，元気に過ごしてほしいと思います。  

 
 
 
 
 
 
 

 

令和３年度 第２３号 ３月２５日 

１番楽しかったことランキング～ベスト３～ 

学校長のつぶやき ～石のスープ～ 
11 年前の東日本大震災，4 年前の西日本豪雨など大きな災害が起こる

たびに，私にはふっと思い出すお話があります。それは「石のスープ」と

いうお話です。 

 『おなかをすかせた旅人がある村にたどり着きました。村中の家を一軒

一軒訪ね，「食べ物をもらえないか。」とお願いしますが，村人たちは「食

べるものは何もない。」と断ります。そこで旅人は大きな鍋を村人に借り，

その鍋を村の中央にある広場に持って行くと，水を入れて火にかけまし

た。何をするのだろうと村人が集まってくると，旅人は持っていたカバン

の中から石を一つ取り出し，「これから石のスープを作ります。」と言っ

てその石を鍋に入れたのです。お湯が沸いてくるとスプーンですくって味

見をし，「おいしいスープだ。でも，少し塩を入れるともっとおいしくな

るんだが…」と言います。それを聞いた村人が「塩なら家にある。」と言

って塩をもってきます。その塩を鍋に入れ，また味見をした旅人が，「う

～ん，これで，ジャガイモが入れば文句ないんだが。」すると，今度は別

の村人が皮をむいたジャガイモをもってきます。「人参があったら」「キ

ャベツがあったら」「少し肉が入ったら」・・・と，旅人が言うたびに，

村人たちがその食材をもってきたのです。そして，ついに，世界一豪華で

おいしいスープができ上がり，旅人と村人みんなでおいしく食べました。』

というお話です。（細かいところは違うかもしれませんが・・・） 

 このお話は，「旅人が自分の空腹を満たすために村人をまんまと騙す

話」とも取れますが，そうではなくて，「独り占めしたり，奪い合ったり

するのではなく，みんなが少しずつ差し出したり，互いに分かち合ったり

することで，みんなが幸せになれる」という教訓が込められているのだと

思います。「共助」ですね。大きな災害が起こったときは，「自助」「共

助」「公助」が必要ですが，その中でも，地域で支え合う 

「共助」が一番大切だと思います。そのためにはいざとい 

う時に備えて，普段から地域でのよりよい人間関係を築い 

ておかなければいけませんね。  

令和４年度にがんばりたいこと～ベスト５～ 
 来年度鹿田小学校のみんなで頑張りたいことを考えてもらいま
した。楽しかったことと同様に「勉強」が入っています。鹿田小

学校の子どもらしいですね。「気持ちのよいあいさつでいっぱい
の学校にしたい。」「そうじをきれいにして，来年の６年生に気
持ちよく卒業してもらいたい。」「給食をしっかり食べて，食品
ロスを減らしたい。」「まだ  

一度もしたことのない全校靴  

そろえ１００点をとりたい。」  

などの意見がありました。ほ  

かには「鹿田っ子全員がすば  

らしいと思ってもらえるよう  

にがんばりたい。」という意  

見もあって感心しました。  

 子どもたちの意見を参考に，  

来年度全校のみんなで頑張る  

ことを決めようと思います。  

今年も子どもたちに「今の学年で一番楽しかったこと」を書い
てもらいました。新型コロナウ  

イルス感染症の影響で，今年も 

できなかった学校行事が多かっ  

たのですが，校外学習やリレー 

集会などを楽しかったと感じて  

くれていてよかったです。友達 

と「遊んだこと」がどの学年で  

も上位に入っていて友達の力を 

感じました。勉強が入ってくる  

あたり，さすが鹿田の子です。  

１年間頑張ったこと 
２年生以上は１学期に，１年生は２学期に，鹿田小学校の合

言葉である「元気いっぱい 勉強こつこつ 親切ハートの鹿田
っ子」の「元気，勉強，親切」について，それぞれ目標を決め
てもらいました。子どもたちは  

その目標に向かって，１年間頑  

張ってくれたと思います。ほか 

にも，あいさつリーダーチャレ  

ンジやくつそろえ，給食の完食  

などにも１年間取り組みました。  

子どもたちの頑張る姿，それが 

私たち教職員にとっても，頑張 

る力の源です。  


